
平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報
政
令
第
百
六
号

内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
七
条
第
八
項
及
び
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を「（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
参
事
官
及
び
参
事
官
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
参

事
官
」
を
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
参
事
官
及
び
参
事
官
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
大
臣
官
房
」
を

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
参
事
官
の
定
数
は
一
人
と
、
大
臣
官
房
」
に
、「
、
併
任
」
を
「
併
任
」
に
、「
九

人
」
を
「
十
人
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
そ
の
う
ち
」
を
「
大
臣
官
房
に
置
く
参
事
官
の
う
ち
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
参
事
官
は
、
命
を
受
け
て
、
本
府
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
い
う
。）の
確
保
並
び
に
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
並
び
に
こ
れ
ら
と
併
せ
て
行
わ
れ
る
事
務

の
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
重
要
事
項
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
す
る
。

第
二
十
条
第
三
項
中
「
四
十
三
人
」
を
「
四
十
四
人
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
中
「
第
六
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
八
項
た
だ
し
書
」
を
「
同
条
第
七
項
た
だ
し
書
」
に
、「
平

成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
中
第
十
二
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
八
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
大
臣
官
房
参
事
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

第
八
条

第
九
条
（
第
二
項
を
除
く
。）の
参
事
官
（
同
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
も
の
を
除
く
。）

の
う
ち
一
人
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
百
七
号

個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
五
十
二
条
第
四
項
及
び
第
六
十
三
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務
局
組
織
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
四
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
中
「
一
人
」
を
「
二
人
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
十
八
号
中
「
こ
と
」
の
下
に「（
参
事
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
参
事
官
は
」
の
下
に
「
、
命
を
受
け
て
」
を
加
え
、「
つ
か
さ
ど
る
」
を
「
分
掌
す
る
」
に
改
め
、
第
二

号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

特
定
個
人
情
報
の
取
扱
い
（
情
報
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。）に
関
す
る
監
視
又
は
監
督
に
関
す
る

こ
と
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

宮
内
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
百
八
号

宮
内
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

宮
内
庁
組
織
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
二
人
」
の
下
に
「
及
び
宮
務
参
事
官
一
人
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

宮
務
参
事
官
は
、
命
を
受
け
て
、
皇
族
（
内
廷
に
あ
る
皇
族
を
除
く
。）に
関
す
る
特
定
事
項
の
調
査
、
審
議
及
び

立
案
に
関
す
る
事
務
に
参
画
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
百
九
号

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
三
十

五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
七
条
第
八
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
七
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
参
事
官
及
び
参
事
官
並
び
に
審
査
管
理
官
）」に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
官
房
に
」
の
下
に
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
参
事
官
一
人
及
び
」
を
加
え
、
同
条
中
第

三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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